
 

 

 

 

 

 

 

 

 ＳｍａｒｔＬａｂ－ｉｎ－ＰｌａｎｅデータからＯＤＦ解析 
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概要 

 リガクＳｍａｒｔＬａｂ－ｉｎ－ｐｌａｎｅの極点測定ではバックグランド測定がサポートされて 

   いない。別にバックグランドを測定し、極点図データにバックグランドを結合して極点処理を行う。 

   以下にＡｓｃデータから極点処理を行い、ＯＤＦ解析の手順を説明します。 

 

測定されたデータ 

 

ｂａｃｋｇｒｏｕｄデータはファイル名に BG_lowを追加 

 

 

データ確認 

 Background 

  

 Peak極点図 

  

 ピーク極点図のβ範囲が３６０度測定されていない。Ｆｉｂｅｒデータとして解析かな？ 

 

 

 

 

 

 

 



データ結合 

  

  

 

結合データ 

 

 

 

 



ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエアで極点処理 

ｒａｎｄｏｍデータがないため、ｄｅｆｏｃｕｓ補正なしとｄｅｆｏｃｕｓ補正なし＋最適化Ｒｐ％比較 

 

         計算 

バックグランド処理  Ｆｉｂｅｒ処理（３６０度化） 

 

     最適化Ｒｐ％（ｃｈｅｃｋ―ＯＮ）で処理 

 

 

    Ｒｐ％の効果確認（ｖａｌｕｅＯＤＦＶＦ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



最適化Ｒｐ％なし 

 

 

最適化Ｒｐ％あり １５．７％から５．３％に改善される 

 

 

ｄｅｆｏｃｕｓ補正が行われていない為 

外周方向に密度低下が発生 

最適化 Rp％でｄｅｆｏｃｕｓが補正さ

れている 



最適化Ｒｐ％結果からＯＤＦ入力データ作成 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘで読み込み 

 

 

ＤａｔａＢａｓｅに［００１］－Ｆｉｂｅｒ追加 

 



  

 

  

 ［００１］－ｆｉｂｅｒが追加されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを求める 

 

   

  

 ［００１］－Ｆｉｂｅｒの VF%が６０％をえる。 

 

 

 

 

 

 



ＶｏｌｕｍｅＦｒｃａｔｉｏｎ結果のＯＤＦ図（右側） 

 

入力極点図のＲｐ％ 

 

VolumeFraction結果のＲｐ％ 

 

入力極点図とＯＤＦ解析結果の 

再計算極点図から計算される 

ODF解析結果の再計算曲点図と 

ＶＦ％から計算した極点図から計算する 



ＬａｂｏＴｅｘの内部でＦｉｂｅｒ処理 

 

 

 

６１％をえる。 

 

 

 

 



まとめ 

 ＳｍａｒｔＬａｂ－Ｉｎ－Ｐｌａｎｅでは、極点測定と同時にバックグランド測定がサポート 

   されていない。バックグランドを測定し、ＰｌｕｒａｌＡｓｃｔｏＡｓｃで極点図とバックグランドの 

   結合により、従来の処理が行えます。 

   バックグランドは、β方向の平均値ではなく、最小値が採用されるため、統計変動の関係上 

   ＦＴ時間は長めに測定を行う。 

   極点図とバックグランドが同時測定の場合、α毎にβ方向の最小値角度にて、２θ角度を±３度として 

   バックグランド測定が行われています。（１点測定） 

   ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエアは、β方向幅が３６０度測定されていないデータに対し 

   １／４以上測定されていれば、Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ対称操作を行う機能があり、 

   １／４以下の場合、Ｆｉｂｅｒ化が行われる機能があります。 

 

   ｒａｎｄｏｍ試料が得られない場合、Ｒｐ％は最適化Ｒｐ％で改善される。 

   ＯＤＦ解析の場合、入力極点図に矛盾が含まれている場合でも、ＯＤＦ解析結果には矛盾は含まれない 

   傾向があります。この機能を使ってＲｐ％の最適化が行われています。 

   ｒａｎｄｏｍ補正を行わないとＲｐ％プロファイルは低下します。(値が大きくなる) 

 

この低下する部分からｄｅｆｏｃｕｓ補正曲線を算出しｄｅｆｏｃｕｓ補正を行えば 

 

Rp％は改善されます。最適化Ｒｐ％は、Ｃｕｂｉｃに限ります。 


